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私たちは、

私たちのために、

スポーツをするんだ。
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   世界では毎日、何百万人もの子どもたちがスポーツをしています。一部の子ども

たちにとってスポーツは、純粋にレクリエーションや楽しむためのものです。

また、スポーツ選手やコーチ等、スポーツを将来の職業として選択する子ども

たちもいます。

   すべての子どもたちは、安心して楽しめる環境でスポーツをする権利を持って

います。最も基本的なものとして、遊ぶこと（play）は子どもの権利として、

「子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）」の第31条に掲げられています。

   これまで長い間、国連ならびに開発支援に従事する多くの団体は、スポーツ

が子どもの権利の実現を助けるだけでなく、より広い意味で社会・経済開発を達成

する手助けにもなるものと捉えてきました。しかし世界の多くの国々で、スポーツ

が暴力や虐待といったリスクを伴うこともあるという現実を私たちは認識して

います。したがって、スポーツには、参加する子どもたちの安全を守るという

義務もあります。

   「子どもの権利とスポーツの原則」は、 ユニセフとして初めて、私たち一人ひとり

が関心をもつこの古くて新しい問題を取り上げる文書です。

   イニシアティブを発揮してくれた日本ユニセフ協会、原則に関心を持ち、起草

に参加して下さった起草委員会のメンバーの皆様、また特に、スポーツ庁をはじめ、

日本のスポーツ団体の皆様に御礼申し上げます。また、英国ユニセフ協会の

子どもの権利および子どもの安全の確保（セーフガーディング）に関する専門家

による貴重な貢献にも感謝します。日本ユニセフ協会ならびにパートナーの

皆様が日本で初めて作成したこの原則を原点として、ユニセフは、スポーツに

おける子どもの権利および子どもの安全の確保の分野における理解をさらに

深め、グローバルな原則を策定する予定です。
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